
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の皆様には、日ごろより仙台製油所の操業にご理解をいただきありがとうござ

います。今回は製油所の定期点検と新設装置試運転についてお知らせいたします。近

隣地域の皆様には、ご迷惑をお掛けしないように努力いたしますので、ご理解の程、

よろしくお願い申し上げます。 

 

本年度の定期点検は、一部の精製装置を対象とした点

検を予定しており、6月 11日（月）より順次精製装置

を停止し、開放・清掃・詳細点検を行い、７月下旬にかけて順次装置の立ち上げを行

い運転を再開いたします。 

６月・７月の定期点検期間中

は、若干の入構者数増を見込ん

でおりますが、新設装置工事車輌の減少もあり、ほぼ現状と同等と

見込んでおります。渋滞緩和対策として、引き続き北門からの入構、

相乗り出勤による車輌台数の抑制、および協力会社および当所工事担

当者は早め出社（時差出社）するようにいたします。また、地元の方々

にご迷惑をお掛けすることのないよう、交通安全などについても十分

に指導いたします。 

装置の運転停止・開始時には一時的にフレ

アーの炎が大きくなることがあります。現時

点で、フレアーの炎が大きくなると思われる期間は以下のとおりですが、炎が大きくなると

予想される際には、その都度広報車等によりご連絡いたします。 

 

 

 昨年５月より建設しておりました新

設装置の内、発電装置の試運転を６月

４日(月)から９月３０日（日）までに、
また石油化学品製造設備試運転はその

後に行なう予定でおります。今回は皆

様に発電装置の試運転についてお知ら

せいたします。 

試運転では一時的に蒸気音の発生や

フレアーの炎が増大することがありま

すが、法律および安全対策確認上不可

欠な各種テストであり、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

発電装置の試運転では一時

的にフレアーの炎の増大が予

想されますが、日中のみとなるように工程を調整してまいります。フレアーの炎が大

きくなる期間は日中・断続的に、概ね７月１２日（木）～９月３０日（日）です。炎

が大きくなると予想される際には、その都度広報車等によりご連絡いたします。 

  蒸気放出音の発生低下対
策として消音器を取り付け、

日中に実施してまいります。

放出音の発生する時期は日中・断続的に、概ね６月１０日(日)～９月３０日（日）で
す。また、大きな音が発生すると予想される際には、その都度広報車等によりご連絡い

たします。

 
見学のお申し込み・本紙に関するお問合せは、仙台製油所地域交流室 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-330-201

新新設設発発電電装装置置（（ﾎﾎﾞ゙ｲｲﾗﾗｰー、、ｶｶﾞ゙ｽｽﾀﾀｰーﾋﾋﾞ゙ﾝﾝ、、蒸蒸気気ﾀﾀｰーﾋﾋﾞ゙ﾝﾝ及及びび発発電電機機））のの試試運運転転ににつついいてて

定定 期期 点点 検検 にに つつ いい てて  

６月11日（月）～６月18日（月） ７月 13日（金）～７月22日（日） 

  
※点検の進行状況によっては、期間が変更となる場合があります。 
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